
●
開
催
日
程　

６
月　

日�
�
開

１１

会
・
議
案
説
明（
議
場
）　
　

日�
・

１２

　

日�
�
一
般
質
問（
議
場
）　
　

１３

１７

日�
�
議
案
質
疑（
議
場
）　
　

日
１８

�
〜　

日�
�
委
員
会
審
査（
委

２３

員
会
室
）　
　

日�
�
採
決
・
閉

２６

会（
議
場
）　

※
い
ず
れ
も
午
前　

時
。

１０

※
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
市
議
会
の
傍
聴　

本
会
議
や
委

員
会
で
の
審
査
の
様
子
は
、
傍
聴

受
付
で
氏
名
と
住
所
を
記
入
す
る

だ
け
で
傍
聴
で
き
ま
す
。
手
話
通

訳
や
要
約
筆
記
も
可
能
で
す
。（
事

前
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
）

●
一
般
質
問
を
録
画
放
映　
　

日
・

１２

　

日
の
一
般
質
問
の
様
子
が
、
キ

１３ャ
ッ
チ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

チ
ャ
ン

１６

ネ
ル（
デ
ジ
タ
ル
放
送
は　

チ
ャ

１０７

ン
ネ
ル
）で
録
画
放
映
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
安
城
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
望
遠
郷
）で
も
映

像
配
信
し
て
い
ま
す
。

放
映
日
▼　

日
収
録
分�
　

日�

１２

１６

午
後
６
時　
　

日
収
録
分�
　

日

１３

１８

�
午
後
６
時

問
い
合
わ
せ
▼
議
事
課
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■
市
政
功
労
者

稲
垣 
甚  
作 

じ
ん 
さ
く

（
古
井
町
／

　

歳
／
市
議

８１会
議
員
４
年
・

町
内
会
長　
１２

年
）

石
原 
勝  
成 　

か
つ 
し
げ

（
南
町
／　
７３

歳
／
安
城
商

工
会
議
所
会

頭
８
年
・
副

会
頭　

年
・

１３

�
刈
谷
法
人
会
安
城
支
部
支
部
長

８
年
・
市
国
際
交
流
協
会
会
長　
１７

年
）

■
市
政
功
労
表
彰
留
保
者

（
現
職
中
に
つ
き
表
彰
を
留
保
）

大
見 
正 （
新
田
町
／　

歳
／
愛
知

せ
い

４９

県
議
会
議
員
）

■
一
般
功
労
者

加
藤 
孝  
雄 （
藤
井
町
／　

歳
／
保

た
か 
お

７４

護
司
）

太
田 
倖  
子 （
安
城
町
／　

歳
／
保

さ
ち 
こ

７０

護
司
）

羽
田 
美 
ド
リ（
安
城
町
／　

歳
／

み

６９

保
護
司
）

大
見 
一  
子 （
桜
井
町
／　

歳
／
保

か
ず 
こ

６４

護
司
）

鈴
木 
和  
枝 （
尾
崎
町
／　

歳
／
保

か
ず 
え

６２

護
司
）

西
澤 
孝  
昭 （
池
浦
町
／　

歳
／
民

た
か 
あ
き

７４

生
委
員
・
児
童
委
員
）

牧
野 
義  
満 （
大
山
町
／　

歳
／
民

よ
し 
み
つ

７３

生
委
員
・
児
童
委
員
）

杉
浦 
美  
知  
子 （
南
町
／　

歳
／
民

み 

ち 

こ

７３

生
委
員
・
児
童
委
員
）

本
多 
由  
記  
子 （
今
池
町
／　

歳
／

ゆ 

き 

こ

６５

民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

　

見
そ
の
子（
今
本
町
／　

歳
／

６５

民
生
委
員
・
児
童
委
員
）

神
谷 
桂  
子 （
朝
日
町
／　

歳
／
民

け
い 
こ

６４

生
委
員
／
児
童
委
員
）

岩
月 
章 （
東
栄
町
／　

歳
／
市
交

あ
き
ら

７２

通
指
導
員
）

森
下 
政  
之  
助 （
美
園
町
／　

歳
／

ま
さ 
の 
す
け

６１

市
交
通
指
導
員
）

粂 
克  
浩 （
桜
井
町
／　

歳
／
安
城

か
つ 
ひ
ろ

６６

商
工
会
議
所
議
員
）

水
越 　
  
昌 （
東
町
／　

歳
／
安
城

ひ
ろ 
ま
さ

６４

商
工
会
議
所
常
議
員
・
監
事
）

三
瓶 
豊  
麗  
惠 （
池
浦
町
／　

歳
／

ほ
う 
れ
い 
え

６１

安
城
文
化
協
会
理
事
・
副
会
長
）

堀
尾 
貢 （
東
明
町
／　

歳
／
市
陸

み
つ
ぐ

６５

上
競
技
協
会
理
事
・
会
長
）

清
水 
聰 （
城
南
町
／　

歳
／
市
ア

さ
と
し

６２

ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
副
会
長
）

藤
原 
勇 （
新
田
町
／　

歳
／
市
消

い
さ
む

４５

防
団
団
員
、
分
団
長
）

■
特
別
感
謝
状
被
贈
呈
者

鈴
木 
照  
男 （
南
町
）

て
る 
お

防
犯
活
動
推
進
の
た
め
多
額
の
寄
附

横
田 
俊 

し
ゅ
ん 

二 （
桜
井
町
）

じ

教
育
振
興
の
た
め
多
額
の
寄
附

大
参 
房  
子 （
名
古
屋
市
千
種
区
）

ふ
さ 
こ

教
育
文
化
振
興
の
た
め
貴
重
な
考

古
学
研
究
資
料
・
蔵
書
の
寄
贈

加
藤 
博 （
榎
前
町
）

ひ
ろ
し

芸
術
文
化
振
興
の
た
め
貴
重
な
美

術
作
品
の
寄
贈

横
山 
夕  
葉 （
桜
井
町
）

せ
き 
よ
う

社
会
福
祉
の
た
め
貴
重
な
美
術
作

品
の
寄
贈

ア
イ
シ
ン
精
機
株
式
会
社（
刈
谷
市
）

都
市
基
盤
整
備
の
た
め
多
額
の
寄
附

安
城
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ（
御

幸
本
町
）

教
育
振
興
の
た
め
環
境
型
時
計
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
の
寄
贈

安
城
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ（
御
幸

本
町
）

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
充
実
の
た

め
堀
内
公
園
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
な

ど
の
寄
贈

問
い
合
わ
せ
▼
秘
書
課

広報あんじょう　2008.6.1 �

発
展
祭
で
市
政
功
労
者
・
一
般
功
労
者
ほ
か
を
表
彰

市
議
会
６
月

定
例
会

深
津 
忠  
男 
・
山
本

た
だ 
お

 
允 

ま
こ
と

●
建
設
�

◎
竹
本 
和  
彦 
・
○
畔
柳 
秀  
久 
・
後

か
ず 
ひ
こ 

ひ
で 
ひ
さ

藤 
勝  
義 
・
神
谷 
清  
隆 
・
石
上

か
つ 
よ
し 

き
よ 
た
か

 
誠 
・

ま
こ
と

永
田 
敦  
史 
・
稲
垣 
茂  
行 

あ
つ 
し 

し
げ 
ゆ
き

■
特
別
委
員
会
委
員
�

●
広
域
行
政
・
行
政
改
革
�

◎
神
谷
清
隆
・
○
坂
部
隆
志
・
石

川
忍
・
竹
本
和
彦
・
宮
川
金
彦
・

松
浦
満
康
・
永
田
敦
史
・
稲
垣
茂

行
・
細
井
敏
彦

●
ま
ち
づ
く
り
推
進
�

◎
石
川
孝
文
・
○
杉
浦
秀
昭
・
大

屋
明
仁
・
今
井
隆
喜
・
野
場
慶
徳
・

深
谷
惠
子
・
近
藤
正
俊
・
石
上
誠
・

和
田
米
吉

●
環
境
首
都
推
進
�

◎
深
津
忠
男
・
○
早
川
建
一
・
後

藤
勝
義
・
畔
柳
秀
久
・
武
田
文
男
・

神
谷
昌
宏
・
土
屋
修
美
・
山
本
允
・

平
林
正
光

■
議
会
運
営
委
員
会
委
員
�

◎
近
藤
正
俊
・
○
神
谷
清
隆
・
石

川
忍
・
竹
本
和
彦
・
坂
部
隆
志
・

松
浦
満
康
・
深
津
忠
男
・
土
屋
修

美
・
桐
生
則
江
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◎
＝
委
員
長　

○
＝
副
委
員
長

■
常
任
委
員
会
委
員

●
総
務
企
画
�

◎
松
浦 
満  
康 
・
○
神
谷 
昌  
宏 
・
大

み
ち 
や
す 

ま
さ 
ひ
ろ

屋 
明  
仁 
・
杉
浦 
秀  
昭 
・
早
川 
建  
一 
・

あ
き 
ひ
と 

ひ
で 
あ
き 

け
ん 
い
ち

宮
川 
金  
彦 
・
平
林 
正  
光 

か
ね 
ひ
こ 

ま
さ 
み
つ

●
経
済
福
祉
�

◎
石
川 
忍 

し
の
ぶ

・
○
細
井 
敏  
彦 
・
野
場

と
し 
ひ
こ

 
慶  
徳 
・
坂
部 
隆  
志 
・
石
川 
孝  
文 
・

よ
し 
の
り 

た
か 
し 

た
か 
ふ
み

近
藤 
正  
俊 
・
桐
生 
則  
江 
・
和
田 
米 

ま
さ 
と
し 

の
り 
え 

よ
ね

 
吉 きち●

市
民
文
教
�

◎
土
屋 
修  
美 
・
○
武
田 
文  
男 
・
今

お
さ 
み 

ふ
み 
お

井 
隆  
喜 
・
深
谷 
惠  
子 
・
都
築
國
明
・

た
か 
よ
し 

け
い 
こ

問
い
合
わ
せ
▼
議
事
課

木村 正  範 
まさ のり

（池浦町／５９歳）

市議会議員３期目。
環境首都推進特別
委員長、議会運営
委員長、総務企画
常任委員長などを
歴任

都築 國  明 
くに あき

（姫小川町／５９歳）

市議会議員２期目。
建設常任委員長、
経済福祉常任委員
長、環境首都推進
特別副委員長など
を歴任

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

■
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

の
５
か
条

①「
お
か
し
い
」と
感
じ
た
ら
迷
わ

ず
連
絡〈
通
告
〉

　
（
通
告
は
義
務
＝
権
利
）

②「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」は
言
い

訳（
子
ど
も
の
立
場
で
判
断
）

③
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

　
（
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら

即
実
行
）

④
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

　
（
子
ど
も
の
命
が
最
優
先
）

⑤
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起

こ
り
う
る

　
（
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
）

■
子
ど
も
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な

い
で

・
不
自
然
な
打
撲
の
あ
と
が
あ
る

・
着
衣
や
髪
の
毛
が
い
つ
も
汚
れ

て
い
る

・
表
情
が
乏
し
い

・
落
ち
着
き
が
な
く
、
乱
暴
に
な

る

・
お
ど
お
ど
し
て
い
る

・
親
を
避
け
よ
う
と
す
る

・
夜
遅
く
ま
で
一
人
で
遊
ん
で
い

る
■
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

●
子
育
て
中
の
あ
な
た
に　

誰
か

に
話
す
と
、
悩
み
や
迷
い
が
解
消

す
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

※
周
り
の
人
に
話
せ
な
い
悩
み
は
、

公
的
な
相
談
機
関
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

●
地
域
の
み
な
さ
ん
へ　

虐
待
は

親
子
が
地
域
社
会
か
ら
孤
立
し
て

い
る
と
起
こ
り
が
ち
で
す
。
孤
立

し
た
親
子
を
見
か
け
た
ら
、
子
育

て
グ
ル
ー
プ
へ
誘
っ
た
り
、
一
言

声
を
か
け
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
窓
口　

刈
谷
児
童
相
談
セ

ン
タ
ー（�
〈　

〉７
１
１
１
）、市

２２

社
会
福
祉
課

問
い
合
わ
せ
▼
社
会
福
祉
課

広報あんじょう　2008.6.1�

■議長　　　　　　　

■副議長　　　　　　

市
議
会
議
長
・
副
議
長
を
決
定

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る



安
城
市
緑
の
基
本
計
画�

意
見
交
換
会
参
加
者�

安
城
市
緑
の
基
本
計
画�

意
見
交
換
会
参
加
者�

安
城
市
緑
の
基
本
計
画�

意
見
交
換
会
参
加
者�
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。

●
対
象　

世
帯
全
員
が
市
民
税
非

課
税
の
人
。
対
象
に
な
る
と
思
わ

れ
る
人
は
、
認
定
の
手
続
き
が
必

要
で
す
の
で
、
介
護
保
険
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
■
現
在
認
定
証
を
お
持
ち
の
人
は

更
新
を
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い
合
わ
せ
▼
介
護
保
険
課
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●
任
期　

来
年
３
月
ま
で

●
内
容　

意
見
交
換
会（
平

日
昼
間
で
今
年
度
４
回
程
度

開
催
予
定
）に
出
席
し
、
計

画
内
容
に
関
し
て
意
見
や
提

案
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
定
員　

２
人
程
度

※
書
類
審
査
に
よ
り
決
定
。

●
対
象　

市
内
在
住
の　

歳
１８

以
上
の
人

●
申
し
込
み　

応
募
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
６
月

　

日�
（
必
着
）ま
で
に
持
参
・

１６郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
公
園
緑

地
課（
〒　

－

８
５
０
１
桜

４４６

町　

番　

号
／ko
e
n
@
c
it

１８

２３

y.a
n
jo
.a
ic
h
i.jp

）へ

※
応
募
用
紙
は
同
課
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。

●
問
い
合
わ
せ　

公
園
緑
地

課
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■
調
査
方
法

●
対
象　

一
般
高
齢
者
、
居
宅
サ

ー
ビ
ス
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
、

サ
ー
ビ
ス
未
利
用
者

※
一
般
高
齢
者
・
サ
ー
ビ
ス
未
利

用
者
は
、
無
作
為
抽
出
。

●
調
査
人
数　

５
１
９
３
人

●
回
答
率　
　

・
４
％

７１

■
調
査
結
果

●
介
護
保
険
制
度
の
内
容
の
認
知

「
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
」「
あ
ま
り

知
ら
な
い
」が　

・
３
％
を
占
め

３８

て
お
り
、
啓
発
活
動
を
推
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
保
険
料
の
あ

り
方
�
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
し
、
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え

た
方
が
良
い
」が
最
も
多
く
、次
い

で
、「
平
均
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
、
平

均
的
な
保
険
料
が
良
い
」と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
今
後
、
希
望
す
る
介
護
方
法

施
設
介
護
よ
り
も
、
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
な
が
ら
在
宅
で
の
介
護
を

望
む
人
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

施
設
利
用
者
で
は
、「
施
設
で
の

生
活
を
希
望
し
て
い
る
」が　

・
３０

５
％
、「
在
宅
を
希
望
す
る
」が　

・
２２

０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
介
護
者
が
、
介
護
を
行
う
上
で

困
っ
て
い
る
こ
と　

多
く
の
人
が

精
神
的
な
負
担
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
社
会
に
対

応
す
る
た
め
、
市
が
力
を
入
れ
る

べ
き
こ
と　

「
高
齢
者
の

た
め
の
医
療

の
充
実
」が

半
数
を
超
え
、

次
い
で「
在

宅
で
の
介
護

を
望
む
高
齢

者
の
た
め
の
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
」「
施
設
で
の
介
護
を
望
む

高
齢
者
の
た
め
の
入
所
施
設
の
充

実
」が
３
割
近
く
と
な
っ
て
い
ま

す
。

■
調
査
結
果
か
ら
の
課
題

●
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
と
社

会
参
加
の
促
進　

介
護
予
防
に
つ

な
が
る
よ
う
、
就
労
や
生
涯
学
習

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
高
齢
者

が
社
会
と
の
か
か
わ
り
、
人
と
の

交
流
の
中
で
生
き
が
い
を
得
ら
れ

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
在
宅
生
活
継
続
の
支
援　

多
く

の
高
齢
者
は
住
み
慣
れ
た
地
域
や

家
庭
で
生
活
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
在
宅
で
安
心
し
て
自
立
し
た

生
活
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
整
備
が
必
要
で
す
。
特
に
、

身
近
な
地
域
で
手
軽
に
必
要
な
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
地

域
ご
と
の
体
制
づ
く
り
が
必
要
で

す
。

●
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上　

利
用
者
が
満
足
で
き
る
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
と
す
る
た
め
に
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
介
護
保
険
事

業
者
へ
の
適
切
な
研
修
・
指
導
が

必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
介
護
保
険
課

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定
基
本
調
査
の

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

介
護
保
険

負
担
限
度
額
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■
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

報
奨
金
制
度

●
対
象
�

次
の
①
②
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人

①
市
内
在
住
で
市
税
の
滞
納
が
な

い
人

②
平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

１９

２０

年
３
月　

日
に
、
自
宅
へ
同
シ

３１

ス
テ
ム
を
設
置
し
、
電
力
会
社

と
売
電
契
約
を
し
た
人

●
報
奨
金
額　

同
シ
ス
テ
ム
の
最

大
出
力
値（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）×
８
０

０
０
円（
１
０
０
０
円
未
満
切
り

捨
て
）×
３

※
実
際
の
売
電
実
績
数
値
で
は
な

く
、
出
力
可
能
な
定
格
数
値
。

●
申
し
込
み　

７
月
１
日�
〜
８

月　

日�
に
次
の
①
〜
⑤
を
持
っ

２９
て
環
境
首
都
推
進
課
へ

①
報
奨
金
交
付
申
請
書

②「
太
陽
光
契
約
に
関
す
る
お
知

ら
せ
」ま
た
は
電
力
会
社
と
の

売
電
契
約
書
の
写
し

③
同
シ
ス
テ
ム
の
設
置
が
確
認
で

き
る
写
真（
家
の
外
観
が
分
か

る
も
の
）

④
電
力
会
社
か
ら
の
売
電
実
績
を

示
す
も
の
の
写
し（
申
請
月
直

近
の
検
針
結
果
の
お
知
ら
せ
）

⑤
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
も
の（
交
付
申
請

書
内
に
閲
覧
承
諾
が
あ
る
場
合

を
除
く
）

■
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス

テ
ム
報
奨
金
制
度
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●
対
象
�

次
の
①
②
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人

①
市
内
在
住
で
市
税
の
滞
納
が
な

い
人

②
４
月
１
日
〜
来
年
３
月　

日�
３１

に
自
宅
に
同
シ
ス
テ
ム
を
設
置

し
、
支
払
い
を
完
了
し
た
人

●
報
奨
金
額
�

シ
ス
テ
ム
総
面
積

１
㎡
あ
た
り
４
０
０
０
円（
１
０

０
０
円
未
満
切
り
捨
て
、
上
限
５

万
円
）

※
シ
ス
テ
ム
総
面
積
＝
集
熱
器
１

台
あ
た
り
の
集
熱
器
総
面
積
×

集
熱
器
台
数

●
申
し
込
み
�

７
月
１
日�
〜
来

年
３
月　

日�
に
次
の
①
〜
⑦
を

３１

持
っ
て
環
境
首
都
推
進
課
へ

①
報
奨
金
交
付
申
請
書

②
工
事
請
負
契
約
書
の
写
し

③
設
置
し
た
費
用
の
領
収
書
の
写
し

④
機
器
の
保
証
書
の
写
し（
既
使

用
品
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
）

⑤
機
器
の
設
置
が
確
認
で
き
る
写
真

⑥
住
民
票
の
写
し

⑦
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
も
の

※
⑥
⑦
は
、
交
付
申
請
書
内
で
閲

覧
承
諾
が
あ
る
場
合
を
除
く
。

問
い
合
わ
せ
▼

環
境
首
都
推
進
課
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●
活
動
内
容
�

食
育
の
あ
り
方
な

ど
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
調
査
、

後
世
に
伝
え
た
い
安
城
市
周
辺
地

区
の
伝
統
料
理
な
ど
の
事
例
研
究
、

同
計
画
の
素
案
作
成
な
ど

※
作
成
部
会（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）

は
、
原
則
、
平
日
の
昼
間
、
５

回
程
度
開
催
予
定
。（
報
酬
は
あ

り
ま
せ
ん
）

●
募
集
人
数　

数
人

●
応
募
資
格　

次
の
①
②
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
人

①
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

②
食
育
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
人

や
研
究
を
し
て
い
る
人

●
任
期　

選
任
を
し
た
日
か
ら
同

計
画
の
策
定
が
終
了
す
る
日
ま
で

（
平
成　

年
度
末
日
ま
で
を
予
定
）

２０

●
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
６
月　

日�
２５

（
必
着
）ま
で
に
持
参
・
郵
送
・
フ

ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
農
務
課

（
〒　

－

８
５
０
１
桜
町　

番　

４４６

１８

２３

号
／�
〈　

〉１
１
１
２
／n

o
m
u

７６

@
c
ity.a

n
jo
.a
ic
h
i.jp

）へ

※
応
募
用
紙
は
同
課
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
配
布
。

問
い
合
わ
せ
▼
農
務
課

住宅用太陽熱高度利用
システム

広報あんじょう　2008.6.1�

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
住
宅
用
太
陽
熱
高
度

利
用
シ
ス
テ
ム
報
奨
金
制
度
の
受
け
付
け
を
開
始

策
定
ス
タ
ッ
フ
募
集

安
城
市
食
育
推
進
計
画
づ
く
り



広報あんじょう　2008.6.1 �

■
一
般
職

●
採
用
日　

８
月
１
日�

●
採
用
予
定
人
数　

１
人

●
対
象　

次
の
①
〜
③
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
人

①
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま

３３

れ
の
人

②
社
会
福
祉
士
資
格
を
有
す
る
人

③
普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
人

※
身
体
障
害
者
は
、
自
力
で
通
勤

で
き
、
介
護
者
な
し
で
職
務
を

遂
行
で
き
る
人
。

●
試
験
日
時
／
内
容　

第
一
次�

６
月　

日�
午
後
１
時
／
筆
記
試

２５

験
と
作
文　

第
ニ
次�

７
月
９
日

�
午
前
９
時
／
面
接

●
勤
務
日
時　
�
〜�
午
前
８
時

　

分
〜
午
後
５
時　

分
。

３０

１５

※
業
務
の
都
合
に
よ
り
、
時
間
外

勤
務
・
休
日
勤
務
あ
り
。

●
給
与
／
諸
手
当　

４
年
生
大
学

卒　

万
５
９
７
６
円（
前
歴
加
算

１８
あ
り
）／
期
末
勤
勉
手
当
、
扶
養

手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
な

ど※
社
会
情
勢
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み　

６
月
３
日�
〜　
１７

日�
（
必
着
）午
前
９
時
〜
午
後
５

時（�
�
を
除
く
）に
、
同
協
議
会

で
交
付
す
る
受
験
申
込
書
と
資
格

を
証
明
す
る
も
の
の
写
し
を
持
参
・

郵
送
で
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課

（
社
会
福
祉
会
館
内
／
〒　

－

０

４４６

０
４
６
赤
松
町
大
北　

番
地
４
）

７８

へ※
受
験
申
込
書
は
同
会
・
同
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
。

※
提
出
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
臨
時
職
員

●
勤
務
場
所
／
日
時　

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
社
会
福
祉
会
館

内
）／�
〜�
、
中
部
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
中
部
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
）／�
〜�

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。

※
中
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は　

月
か
ら
。

１０

●
申
し
込
み　

電
話
で
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー（
社
会
福
祉
会
館

内
／�
〈　

〉２
９
４
５
）へ（�
�

７７

�
を
除
く
）

〈
介
護
支
援
専
門
員
〉

●
採
用
日　

至
急

●
採
用
予
定
人
数　

４
人
程
度

●
対
象　

次
の
①
②
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人

①
介
護
支
援
専
門
員
資
格
を
有
す

る
人

②
普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
人

●
賃
金　

時
給
１
３
０
０
円
、

通
勤
割
増
１
日　

円
２００

〈
事
務
員
〉

●
採
用
日　

９
月
１
日�

●
採
用
予
定
人
数　

１
人

●
対
象　

次
の
①
②
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
人

①
普
通
自
動
車
免
許
を
持
つ
人

②
パ
ソ
コ
ン
が
操
作
で
き
る
こ
と

（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な
ど
）

●
賃
金　

時
給　

円
、
通
勤
割
増

８００

１
日　

円
２００
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●
派
遣
日
程　
　

月　

日�
〜　

１０

１４

２１

日�●
行
き
先　

ホ
ブ
ソ
ン
ズ
ベ
イ
市
、

メ
ル
ボ
ル
ン
市（
全
行
程
添
乗
員

が
同
行
）

●
経
費　
　

万
円
程
度（
う
ち
半

３１

額
を
市
国
際
交
流
協
会
が
負
担
）

●
募
集
人
数　

４
人
程
度

●
応
募
条
件　

次
の
①
〜
⑧
の
す

べ
て
に
該
当
す
る
人

①　

歳
以
上
で
市
内
に
２

２０年
以
上
住
ん
で
い
る
健

康
な
人

②
今
ま
で
に
本
協
会
の
補

助
を
受
け
て
姉
妹
・
友

好
都
市
へ
派
遣
さ
れ
た

こ
と
が
な
い

③
事
前
打
ち
合
わ
せ（
平

日
の
昼
間
に
３
回
）に

出
席
で
き
る

④
市
国
際
交
流
協
会
の
会

員
と
な
る

⑤
視
察
先
に
興
味
・
関
心

が
あ
る

⑥
帰
国
後
、
地
域
の
国
際

交
流
活
動
を
積
極
的
に

行
え
る

⑦
学
生
で
は
な
い

⑧
市
税
を
完
納
し
て
い
る

●
申
し
込
み　

６
月　

日�
ま
で

２７

に
申
込
書
と　

字
程
度（
様
式
・

８００

書
式
は
問
い
ま
せ
ん
）の
レ
ポ
ー

ト
を
持
っ
て
市
民
活
動
課
へ

レ
ポ
ー
ト
の
テ
ー
マ�
姉
妹
都
市

派
遣
に
望
む
こ
と

※
要
綱
、
申
込
書
は
同
課
で
配
布
。

問
い
合
わ
せ
▼
市
民
活
動
課

社
会
福
祉
協
議
会
職
員
を
募
集

姉
妹
都
市
派
遣
市
民
募
集

豪
州
ホ
ブ
ソ
ン
ズ
ベ
イ
市

問
い
合
わ
せ
▼
社
会
福
祉
協

議
会（�
〈　

〉２
９
４
１
）

７７
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朝夫が行く⑥�
ゆ�

�
安
城
公
園
の
悲
劇�

　

今
年
の
桜
は
、
開
花
が
早
か

っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
し
ば
ら

く
花
冷
え
が
続
い
た
た
め
、
四

月
の
第
一
土
・
日
曜
日
に
満
開

を
迎
え
ま
し
た
。
市
庁
舎
裏
の

安
城
公
園
は
、
花
見
を
楽
し
む

市
民
で
大 
賑 
わ
い
。
皆
さ
ん
、

に
ぎ

暖
か
な
春
の
一
日
を
満
喫
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
市
職
員
有
志
は
、

毎
週
月
曜
朝
に「
お
は
よ
う
会
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
始
業　
４５

分
前
に
集
ま
り
、
庁
舎
周
辺
の

道
路
や
緑
道
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し

ま
す
。「�
環
境
首
都�
実
現
の
た

め
に
は
、
ま
ず
は
職
員
が
率
先

 
垂  
範 
し
な
け
れ
ば
…
」と
い
う

す
い 
は
ん

想
い
で
始
ま
っ
て
約
２
年
。
毎

回　

人
ほ
ど
が
集
ま
り
ま
す
。

３０

　

４
月
７
日�
朝
、
集
合
場
所

の
安
城
公
園
へ
行
っ
て
み
て
、

あ
ま
り
の
惨
状
に
ビ
ッ
ク
リ
！

大
量
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
ご
み

袋
、
ご
み
か
ご
か
ら
あ
ふ
れ
る

ご
み
、
酒
宴
の
後
始
末
を
し
た

形
跡
の
な
い
ご
み
の
散
乱
…
。

こ
の
日
は
予
定
を
変
更
し
て
、

大
半
の
職
員
が
、
清
掃
委
託
を

受
け
た
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
人
た
ち
と
一
緒
に
、
公
園

内
の
清
掃
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

桜
ま
つ
り
は
、
市
観
光
協
会

の
主
催
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

ぼ
ん
ぼ
り
の
設
置
な
ど
に
約　
３００

万
円
の
公
費
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
う
ち
清
掃
委
託
料
は
約　
１６

万
円
で
す
。

　
「
ゴ
ミ
の
後
始
末
も
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
一
環
だ
」と
い
う
考

え
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
楽
し

い
宴
に
水
を
さ
す
気
は
毛
頭
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、「
一
部
の

公
園
利
用
者
が
残
し
た�
ツ
ケ�

を
、
公
費
を
投
じ
て
黙
っ
て 
尻 しり

 
拭 
い
す
る
」の
が
公
平
で
健
全

ぬ
ぐな

の
か
。
せ
め
て
自
分
の
出
し

た
ゴ
ミ
く
ら
い
は
持
ち
帰
っ
て

い
た
だ
け
な
い
か
…
、
と
ゴ
ミ

の
山
を
目
の
前
に
し
て
思
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

環
境
問
題
を
説
明
す
る
例
え

に「
コ
モ
ン
ズ（
共
有
地
）の
悲

劇
」が
あ
り
ま
す
。「
村
人
全
員

が�
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば�
と
い

う
考
え
で
共
有
牧
草
地
に
ど
ん

ど
ん
牛
を
放
牧
し
た
結
果
、
結

局
は
牧
草
地
全
体
が
壊
さ
れ
て

全
員
が
損
を
す
る
」と
い
う
話

で
す
。

　

現
在
、
藤
井
町
地
内
の
矢
作

川
河
川
敷
で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

も
で
き
る
緑
地
の
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
周
囲
の
住
民
や

自
然
環
境
に�
ツ
ケ
回
し�
の
な

い
利
用
を
し
て
い
た
だ
け
る
の

か
、
と
て
も
心
配
に
な
り
ま
し

た
。

　

副
市
長（
環
境
政
策
担
当
）

山
田　

朝
夫

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h

ttp
://w

w
w
.a
n
jo
ta
ikyo

.o
rg
/

）で
配

　

布
。

●
そ
の
他　

全
課
程
を
修
了
し
た

人
に
は
、
体
育
協
会
認
定
の
指
導

者
資
格
を
付
与
し
ま
す
。

※
消
耗
品
を
使
用
す
る
と
き
は
、

一
部
費
用
負
担
を
お
願
い
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

市
体
育
館

（�
〈　

〉３
５
３
５
）

７５
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●
と
き　

６
月　

日
、
７
月　

日
、

２８

２６

８
月　

日
、
９
月　

日
・　

日
、

３０

１３

２７

　

月　

日
、　

月
１
日
・
８
日
・

１０

１８

１１

　

日
、　

月
６
日
午
後
６
時　

分

２９

１２

４５

〜
８
時　

分（
い
ず
れ
も�
／
全

４５

　

回
）

１０※
６
月　

日
の
み
午
前
９
時
〜
正

２８

午
。

●
と
こ
ろ　

市
体
育
館

●
内
容　

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）の
使
い
方
、
指
導
者

と
し
て
の
考
え
方
、
栄
養
学
、
救

急
法
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
理
論
・

実
技
な
ど

●
対
象　

市
体
育
協
会
加
盟
団
体

指
導
者
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
指
導
者
、

体
育
指
導
委
員
、
学
校
関
係
者
、

ま
た
は
、
こ
れ
か
ら
指
導
者
を
目

指
し
て
い
る
人（　

回
の
講
習
に

１０

出
席
で
き
る
人
を
優
先
）

●
定
員　
　

人（
先
着
順
）

３０

●
申
し
込
み　

６
月
５
日�
〜　
２２

日�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時（�

を
除
く
）に
持
参
・
フ
ァ
ク
ス
・

Ｅ
メ
ー
ル
で
市
体
育
協
会（
市
体

育
館
内
／�
〈　

〉３
５
５
９
／a

７５

n
jo
ta
ikyo

6
＠
yb
b
.n
e
.jp

）へ

※
申
込
書
は
市
体
育
館
、
同
協
会

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
講
習
会


